
東京都中央区銀座6－10－1 GINZA SIX 地下３F
Tel: 03-6274-6579

●銀座駅／東京メトロ銀座線・日比谷線・丸の内線
　　　　　A5出口より徒歩２分
●東銀座駅／東京メトロ日比谷線・都営浅草線
　　　　　　A1出口より徒歩３分
●有楽町駅／JR山手線・京浜東北線/
　　　　東京メトロ有楽町線　銀座出口より徒歩10分

二十五世観世左近記念 観世能楽堂

能楽はユネスコ（国際連合教育科学文化機関）によ
る第1回「人類の口承及び無形遺産の傑作の宣言」
を受け、世界無形遺産に認定されております。

地下鉄銀座駅からGINZA SIX地下2階に
つながる地下通路がございます。

JR有楽町駅

歌舞伎座

A1出口

外堀通り

中央通り

あづま通り

三原通り

昭和通り

駅
座
銀

り
通
社
詢
交

り
通
き
ゆ
み り

通
海
晴

東銀座駅

三越

和光

ソニービル

交番

東急プラザ

GINZA
SIX

観世能楽堂
GINZA SIX B3F

地下鉄連絡通路
A5出口

令和8年観世会秋の別会のお知らせ

【あらすじ】

●能面解説
茗荷悪尉（みょうがあくじょう）

相模国の尊性という僧は、善光寺に参
籠した際に霊夢を見て、河内国・土師寺
を訪れる。すると、寺に仕える老人と男
が現れ、寺にある木槵樹の木へ案内する
と、天神とこの木の関りについて語る。
そして、天女と白大夫の神が現れて舞
を舞い、木槵樹の木の実を授ける。

能 道明寺 笏拍子
        （どうみょうじ  しゃくびょうし）

能 松風 見留（まつかぜ  みとめ）
須磨の浦を訪れた旅僧の前に海士の
姉妹、松風・村雨の霊が現れる。二人は
かつてこの浦に流されていた在原行平
への恋慕の情を語る。やがて松風は行
平の形見の衣を纏うと、狂おしく舞う。
そして妄執の苦しみを述べ僧に回向を
頼み、夜明けとともに消え失せる。

狂言 舟ふな （ふねふな）
主人は太郎冠者を連れて遊山に出かけ
た途中で大きな川に着き船頭を呼ぶ。舟
のことを冠者は「ふな」と言い、主人は「ふ
ね」だと言い、お互いに古歌を引いて主
張し合うが・・・。

目がユニークな形状をしており、茗荷に似ている
ことからこの名をつけられたと思われる。また耳
のない悪尉の面は珍しい。「白髭」「道明寺」な
ど癖のある老いた神霊に用いる。作者文蔵は
世阿弥の『申楽談義』にも記載のある能面打ち
である。室町時代。重要美術品。

10月4日（日）　午後1時始

チケット発売　会場販売　8月2日（日）
電話・インターネット　8月4日（火）

定家 袖神楽

山姥 白頭

観世　清和    

清水　義也

終演予定　午後5時30分
附 祝 言

・諸般の事情により、演目･上演形式・出演者の変更の
場合もございます。
・館内の空調はお席によっては冷暖房の温度高低に差
がございます。予め御留意いただきますようお願い申
し上げます。
・公演中の無断撮影、録音は著作権等の法律に抵触い
たしますので、固くお断り申し上げます。
・演能中の見所への入退場につきましては、制限させてい
ただく場合がございます。何卒ご了承ください。

【演目･出演者】

令和8年9月6日（日）観世会定期能
午後1時開演

前シテ/尉
後シテ/白大夫神

野村　　萬
野村眞之介

主人

太郎冠者

狂言 舟ふな

休憩20分（午後3時5分頃）

上田　公威
藤波　重孝
野村　昌司
金子　聡哉

地謡武田　宗典
津田　和忠
観世　恭秀
⻆　幸二郎

仕舞

巴
龍 　 田
班 　 女
鞍馬天狗

地謡

山階彌右衛門
坂口　貴信
武田　文志
福王　和幸
野村万之丞

杉　信太朗
鵜澤洋太郎
柿原　弘和
林　雄一郎

前ツレ/男

後ツレ/天女

ワキ/僧

間狂言/末社

笛

小鼓

大鼓

太鼓

武田　尚浩
清水　義也
岡　　久広
関根　知孝
浅見　重好
武田　友志
坂井　音雅
田口　亮二
久田勘吉郎
武田　崇史

後見

能 道明寺

地謡

観世銕之丞
観世　淳夫
宝生　常三
野村拳之介

松田　弘之
大倉源次郎
國川　　純

シテ/松風

ツレ/村雨

ワキ/旅僧

間狂言/浦人

笛

小鼓

大鼓

清水　寛二
谷本　健吾
観世　清和
上田　貴弘
観世三郎太
藤波　重彦
坂井　音隆
坂井　音晴
関根　祥丸
武田　祥照

後見

能 松 風 見留

笏拍子

クセ

キリ

露之紐解
甲之掛


